
あなたと博物館
HIRATSUKA CITY MUSEUM   2015. 1 月号

　あけましておめでとうございます。

　旧年中はひとかたならぬご愛顧と、また博物館活動推進へのご協力を賜り、深く御礼申し上げます。

　歳月とともに、博物館、図書館、青少年会館等をつつむ文化公園の樹木も、あたかも森の如き豊かな風

貌となりました。今年も皆様と新しい年を迎えられることを心からお慶び申し上げます。

　平塚市博物館も、常設展示だけではない新しいタイプの博物館としてまもなく38 歳の春を迎えます。

　つつましく上品なサイズで、美しく、かつ親しみやすいプラネタリウムの星空。調査収集活動に基づいて、

自然と人文の両面から地域の魅力を掘り起こす独創的な特別展。実践的に学び、参加者とともに地域を調

べる教育活動。

　文化公園の風情とともに、活動の幹はたくましく成長して、地域創造の土台となる態勢を整えました。

運営ノウハウの蓄積を含め、いずれも一朝一夕に育つものではなく、いまや他の地域にない大きな地域資

源といえます。

　博物館の力は、継続によって大きくなります。そして継続のためにまた、新たな展開を工夫してまいりた

いと考えております。どうぞ平塚市博物館の活動にご期待いただき、重ねてのご支援をお願い申し上げます。

　本年が皆様にとって健やかな良い年となりますよう、心からお祈り申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　平成 27年元旦　平塚市博物館　館長　澤村泰彦

2014 年 4月1日、旧市庁舎屋上から見たダイヤモンド富士
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郷土史入門講座‐平塚周辺の自然災害

　平塚の郷土史について基本的なことがらを学ぶ「郷土史入門講座」。本年度は、来る 3月11日（水）～

5月10 日（日）に開催する春期特別展「天変地異―平塚周辺の自然災害」のプレイベントの意味も込めて、

平塚の自然災害の歴史について見ていきたいと思います。

　平塚ではどのような災害が記録されているのか、古文書などから読み解き、春期特別展へのアプローチと

していきます。

　第1回は「近世平塚の気象災害」をテーマに、台風や洪水、高波、飢饉など気象災害にともなう被害の

実態などについてみていきます。

　第 2 回は「富士噴火と地震」をテーマに、宝永の富士噴火や元禄地震、関東大震災の被害の実態にせま

ります。

　各回とも会場は博物館講堂、参加は自由・無料です。

第 1 回「近世平塚の気象災害」
　日時：1 月 25 日（日）

　　　  午前 10 時 30 分～午前 12 時

第 2 回「富士噴火と地震」
　日時：2 月 22 日（日）

　　　  午前 10 時 30 分～午前 12 時

※講師はいずれも当館学芸員早田旅人

大堤決壊図（当館寄託）

寄贈品コーナー「白鷺家が語る“くらしの今昔”」
会期：1月 7日（水）～3月 1日（日）　

誠　45 才 陽子　37 才

勇　70 才 和子　68 才辰雄　94 才 文子　95 才

葵　10 才
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紹介するね！

こんにちは！

白鷺家の人々白鷺家の人々
しら さぎ

　2012 年秋期特別展「くらしの今昔」のキャラクターであった白
しらさぎ

鷺家の人びとが再登場。平塚市のとある

場所に住む架空の四世代家族が博物館の展示を見に来たら……、というシチュエーションのもと、家族の

語りを通して、ちょっとむかしの暮らしと道具をご紹介いたします。

炭火を燃料に用いたコタツ
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　【 関連行事 】 参加は自由・無料です。
  ☆お囃子研究会　初心者のための太鼓教室
    ・日時　2 月 7 日（土）午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分    ・場所：相模の家、講堂
  ☆天体観察会   太陽黒点の観察　   
    ・日時　２月 8 日（日）　午前 10 時～12 時    ・場所：博物館屋上
  ☆展示解説ボランティアの会　クスノキ　くすくす物語（展示解説を行います）

  ・日時　期間中の土・日曜日　午前 10 時～　午後 3 時～　30 分程度

≪展示≫　　平成２7 年２月１日（日）～ ２月１５日（日）　　場所：特別展示室
≪発表会≫　平成２7 年２月 8 日（日）午後 1 時～ 3 時 30 分　場所：講堂
≪主催≫　　平塚市博物館・博物館文化祭実行委員会

　【2 月 8 日（日）活動報告会　発表内容】
  13:05-13:30  　石仏を調べる会　『市内の大山道周辺の石仏～南原・中原・豊田地区を中心に～』  
  13:30-13:55  　展示解説ボランティアの会　『クスノキ　くすくす物語』
  13:55-14:20  　聞き書きの会　『生活の記録を次代へ』
  14:35-15:00  　天体観察会　  『２０１４年の天体観察会』
 15:00-15:25  　民俗探訪会　  『歩く・見る・聞く―小田原の漁業―』

～サークル活動展示・発表～－

　平塚市博物館は「相模川流域の自然と文化」をテーマに市民・周辺地域の方々と共

に活動し、歩み続けています。本年度文化祭におきましても、１１のサークルが日頃取

り組んでいる活動を、発表・展示・実演等でお知らせします。各サークルの１年間の活

動の成果を、ぜひご覧ください。参加は自由です。

　【展示参加サークル】
    神奈川キノコの会、聞き書きの会、相模川の生い立ちを探る会、
　植物誌調査会湘南ブロック、石仏を調べる会、展示解説ボランティアの会、
  東国史跡踏査団、民俗探訪会、天体観察会、星を見る会
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博物館行事カレンダー　　　1 月 ２月

【寄贈品コーナー】白鷺家が語る“くらしの今昔”　
  会期 ： 1月7日 （水） から 3月1日 （日） まで

【情報コーナー】ポスト特別展「平塚の石仏」　
　会期 ： 2月15日 （日） まで

【プラネタリウム】定員 ： 70人　観覧料 ： 200円 （18歳未満 ・ 65歳以上無料）
☆プラネタリウム一般向け番組「2015年の天文現象」
　投影日 ： ～ 1月25日 （日） までの土 ・ 日曜日
　時間 ： 午前11時、 午後2時　※第2 ・ 第4土曜11時の回を除く

☆プラネタリウム幼児向け投影「ちきゅうをさがせ」（未就学児向け）
  投影日 ： 1月10日 （土）、 1月24日 （土）    時間 ： 午前11時

☆星空と音楽の夕べ  
  内容 ： クラシック音楽を聞きながら美しい星空をながめます。
  投影日 ： 1月18日 （日）　時間 ： 午後4時

☆ ： プラネタリウム投影日　○ : 申込制行事　　　◎ : 参加自由　　　無印 : 年間会員制

【自由参加の行事】
◎星を見る会「冬の星を見よう」
　内容 ： 冬の星を望遠鏡で観察します。
　日時 ： 1月9日 （金） 午後7時～午後8時30分　場所 ： 博物館 屋上

◎天文連続講座「はやぶさ2　大解剖」第3回「はやぶさ2の技術」　
　内容 ： 再び宇宙の大海原に旅立った、 はやぶさ2の技術を紹介します。
　日時 ： 1月10日 （土） 午後3時30分～午後5時　場所 ： プラネタリウム室

◎スターウォッチング入門講座　第4回「冬」
　内容 ： 星空をちょっと眺めたい人や、 これから星を見始めたい人のための入門講座。
　日時 ： 1月11日 （日）　場所 ： 博物館1階　講堂　参加 ： 自由

◎ろばたばなし　内容 ： 民家のいろりばたで昔話を語ります。
　日時 ： 1月18日 （日）　(1)午後1時20分　　(2)午後3時　場所 ： 相模の家

◎天文連続講座「はやぶさ2　大解剖」第4回「始原天体は資源天体」
　内容 ： 小惑星が導く、 宇宙開発の未来についてお話します。
　日時 ： 1月24日 （土） 午後3時30分～午後5時　場所 ： プラネタリウム室

◎郷土史入門講座「平塚周辺の自然災害」第1回「近世平塚の自然災害」
　内容 ： 近世平塚に起きた気象災害の記録をよみときます。
　日時 ： 1月25日 （日） 午前10時30分～午前12時　場所 ： 講堂

◎天文連続講座「暦を知る」第1回「暦の上では…季節と暦」
　内容 ： 4回の講座で地球の動き、 月の動きをもとに作られた
　　　　　太陰太陽暦と太陽暦のしくみやその歴史を解説します。
　日時 ： 2月1日 （日） 午後3時30分～午後5時　場所 ： 講堂
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8 木 古代生活実験室 科学教室
石仏を調べる会 特別研究室

9 金

聞き書きの会 特別研究室
古文書講読会 講堂
お囃子研究会 講堂

◎ 星を見る会 科学教室・屋上

10 土
◎ 連続講座「はやぶさ 2 大解剖」プラネタリウム室

☆平塚学講座 講堂
天体観察会　流星分科会 科学教室

11 日
平塚の古代を学ぶ会 科学教室

☆◎ スターウォッチング入門講座 講堂
平塚の空襲と戦災を記録する会 特別研究室

12 月 平塚の空襲と戦災を記録する会 特別研究室
13 火 休館日
14 水
15 木 展示解説ボランティア 講堂

16 金 古文書講読会 講堂
平塚の空襲と戦災を記録する会 特別研究室

17 土

東国史跡踏査団 野外・講堂

☆

星まつりを調べる会 科学教室
天体観察会 講堂・屋上
地域史研究ゼミ 特別研究室
平塚の空襲と戦災を記録する会 特別研究室

○ ひらつか星空調査隊　A 日程 プラネタリウム室

18 日
相模川の生い立ちを探る会 野外

☆◎ ろばたばなし 相模の家
◎ 星空と音楽の夕べ プラネタリウム室

19 月 休館日
20 火 天体観察会　太陽勉強会 特別研究室

21 水 裏打ちの会 科学教室
民俗探訪会 特別研究室

22 木 植物誌調査会 講堂
石仏を調べる会 特別研究室

23 金 古文書講読会 講堂
○ ひらつか星空調査隊　B 日程 プラネ・屋上

24 土
◎ 連続講座「はやぶさ 2 大解剖」プラネタリウム室

☆
お囃子研究会 講堂

25 日
◎ 郷土史入門講座「近世平塚の気象災害」 講堂

☆○ ひらつか星空調査隊　A 日程 講堂
26 月 休館日
27 火
28 水
29 木
30 金 古文書講読会 講堂

31 土 星まつりを調べる会 特別研究室
☆○ ひらつか星空調査隊　B 日程 プラネ・屋上

1 日 ◎ 連続講座「暦を知る」第１回 講堂 ☆
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2 月 休館日
3 火
4 水
5 木 展示解説ボランティア 講堂

6 金 聞き書きの会 特別研究室
古文書講読会 講堂

7 土

相模川の生い立ちを探る会 科学教室

☆
◎ 初心者のための太鼓教室 相模の家、講堂
◎ 連続講座「暦を知る」第 2 回 講堂

ひらつか星空調査隊　B 日程 講堂

8 日
◎ 博物館文化祭発表会 講堂

☆
平塚の古代を学ぶ会 科学教室

9 月 休館日
10 火
11 水

12 木 古代生活実験室 科学教室
石仏を調べる会 特別研究室

13 金
○ プラネタリウムコンサート プラネタリウム室

古文書講読会 講堂
お囃子研究会 講堂

14 土 東国史跡踏査団 野外・講堂
☆

天体観察会 科学教室

15 日 ろばたばなし 相模の家
☆◎ 星空と音楽の夕べ プラネタリウム室

16 月 休館日
17 火 天体観察会　太陽勉強会 特別研究室

18 水 裏打ちの会 科学教室
民俗探訪会 特別研究室

19 木 展示解説ボランティア 講堂
20 金 古文書講読会 講堂
21 土 お囃子研究会 講堂 ☆
22 日 ◎ 郷土史入門講座「富士噴火と地震」 講堂 ☆
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23 月 休館日
24 火
25 水
26 木 石仏を調べる会 特別研究室

27 金 古文書講読会 講堂
◎ 星を見る会 科学教室・屋上

28 土
星まつりを調べる会 科学教室

☆地域史研究ゼミ 特別研究室
平塚の空襲と戦災を記録する会 特別研究室
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